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◆研究キーワード                                   
 倫理学 ／ 日本倫理思想史 ／ 道徳教育 ／ 感情 ／ 普遍性と特殊性 

◆主要業績                                      
・「日本思想の可能性について」、『お茶の水女子大学「魅力ある大学院教育」イニシアティブ 
〈対話と深化〉の次世代女性リーダーの育成 平成１７年度 活動報告書 シンポジウム編』 
pp.122-127(2006 年 11 月) 

・ 「近世日本の合理主義」、『お茶の水女子大学「魅力ある大学院教育」イニシアティブ 
〈対話と深化〉の次世代女性リーダーの育成 平成１８年度 活動報告書 シンポジウム編』 
pp.227-233(2007 年 3 月) 

・「未来を拓く主体性の育成と人間としての存在に関する教育」、 
『中等教育資料』第８４６号、ぎょうせい、pp.１４－１７ (２００６年、１１月） 

・「仏 (感覚可能な世界）・仏性 (感覚不可能な世界）と仏向上（さとり）ー道元の意識構造について」、 
『倫理学年報』５６、pp.２５９－２６８（２００７年、３月） 

◆研究内容                   
日本思想を極東の特殊な思想として理解するのではな

く、これを手掛かりとして人間の普遍的な倫理そのも

のを考察する｡主とする専門領域は、江戸時代の思想・

文化、特に儒教であるが、古代 (神道）・中世 (仏教）

をも視野に入れながら日本思想全体を概観して研究す

る。また現代の倫理の問題 (人倫＝人間関係）に関し

ても、特に超越的な存在 (神・仏・天など）や他界の

観点を考慮しつつ、心（理性）に対する身体（感情）

という問題として再考する。 
 A 個別研究（モノグラフ）としては、１儒教関係（こ

の研究の一部は「比較日本学研究センター」のプロジ

ェクトである）、２儒教以外の研究 (仏教・武士道・演

劇など）、３道徳教育関係があり、また B 方法論の分野

の研究もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆教育内容                 
学生に対する教育内容は、主として「講義」と「ゼミ」

である。「講義」は教員が中心となる授業であり、「ゼ

ミ」においては学生が中心となってレポートをする。

問題は学生の主体性が充分育成されているかというこ

とであるが、現状は「講義」の趣旨はよく理解されて

おり、「ゼミ」において活溌な議論がなされていること

から、教育は期待どおりに機能していると判断してい

る。 
 また「魅力ある大学院教育イニシアティブ：〈対話と

深化〉の次世代女性リーダーの育成」 (平成１７年）

のさまざまな事業においては、フランスにおけるジョ

イント教育・シンポジウムの開催 (コレージュ・ドゥ・

フランス、ブレーズ・パスカル大学）を実現した。こ

のことは学生にとっては、海外で積極的に発表し、学

生同士また研究者と交流することが刺激となって、博

士論文執筆への動機付けを強化したと考えている 
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◆共同研究例                                      

「比較日本学研究センター」の研究プロジェクト 

◆将来の研究計画・研究の展望                              

日本思想は、インド・中国などの影響にあって独自なものはないと考えられているが、実際はきわめて洗練された

普遍的思想内容を形成しており西洋思想にもひってきするものがある。今日海外との文化交流は、能・歌舞伎・茶

道だけではなく文学・演劇・美術など高度に専門的な学問分野においても活発である。今後重要な研究の方向とし

て、日本思想は特殊であるとする誤解を是正し、正確な思想・文化を発信することがある。 

◆受験生等へのメッセージ                                
授業においては、テキスト (資料）を正確に読みとる訓練と相互の討論をとおして、資料の意味、著者が何を考え

ていたかを時間をかけて考えたいと思います。今日さまざまな政治問題・社会問題が日々の TV、新聞等マスメデ

ィアによって伝えられていますが、重要なことは結局は自分自身がどのようにこの情報を受けとめるかということ

です。マスメディアはいろいろな意見を羅列しますが、場合によっては「言論の自由」が「無責任」と同義語とな

ることもあります。いずれにせよテキスト (資料・情報）を正確に読みとる責任は個々人にあるということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




